
その1:

チャイルドセーフ・メンバー（バイクタクシー、
トゥクトゥク、ホテル/ゲストハウス、飲食店、
インターネットカフェ、旅行代理店等）は子ど
もを危険から守るためのトレーニングを受けて
います。  www.childsafe-cambodia.org
上記サイトでチャイルドセーフ・メンバー
のリストをご覧いただけます。
このロゴマークのついた乗り物やお店を
ぜひご利用ください。また、チャイルド
セーフ・センターへも一度足をお運びください。
住所：#71, Street 174, Phnom Penh.

チャイルドセーフ・メンバーを
支援しましょう。

その２：
路上、ビーチ、寺院などで物売りをする子
どもから買う前に、よく考えましょう。
また物乞いをしている子どもや乳幼児をつ
れた親にお金をあげることはやめましょう。
私たちが物やお金をあげてしまうことで子ども
が路上で働き続け、その結果危険な目にあうこ
とにもつながります。本当に子どもを助けたい
と思うなら、直接何かを与えるのではなく、子
どもたちがより良い未来を送ることができるよ
うな活動にご支援ください。

その3:
子どもや家族を支援するために、チャイル
ドセーフ認定品を購入してください。
直接子どもにお金をあげる代わりに認定品を購
入することで、子どもへの支援につながります。
認定品は、子どもたちを学校に通わせたいと願
う親や、仕事を見つけるために職業訓練を受け
た元ストリートチルドレンの若者の手で作られ
ています。

その4:
子どもの搾取につながるような行動は
やめましょう。
カンボジアにはお金を得るために子どもを見せ
ものにするような孤児院ツアーやスラム街ツア
ーが存在します。孤児院は子どもの家であり、
子どもにとって安全で、プライバシーや権利が
守られるべき場所です。

その5:
どのような理由であれ、自分の宿泊してい
るホテルの部屋に子どもを連れて帰っては
いけません。
子どもを性的虐待する犯罪者に間違えられるな
どのトラブルにまきこまれる原因になります。
もし、助けを必要としている子どもを見かけた
ら、地元のチャイルドセーフ・パートナーにご
相談ください。
※パートナーのリストは右下をご覧ください。

その6:
買春を容認している場所を利用しないで
ください。
ユニセフが行なった調査によると、東南アジア
のメコン川流域諸国では、セックスワーカーの
30～35％が12～17歳の子どもです。
つまり、買春を容認しているホテルなどを利用
することは、子どもを危険にさらす状況を許し
ていることになるのです。

その7:
周囲に目を配りましょう。危険にさらされ
ている子どもを目撃したら、下記ホットラ
インに通報してください。
全国警察ホットライン(性的虐待や人身売買)

チャイルドセーフ・ホットライン

023 997 919

プノンペン　　　012 311 112(英語のみ)
シェムリアップ　017 358 758(英語のみ)
シアヌークビル　012 478 100(英語のみ)
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Tooit Tooit: Russian Market, Stall #434
Friends@240: #32, Street 240
Friends’n’Stu�: #215, Street 13
Tooit Tooit: Old Market, Stall #14H

カンボジアのストリートチルドレンを助ける
　　   チャイルドセーフ・パートナー
ミッサムラン

プノンペンで路上での情報提供や支援活動、職業訓練や一
時保護施設、ノンフォーマル教育などのサービスを提供し
ながら、一日当たり２千人余りの子どもとともに活動をし
ています。www.streetfriends.org

カリヤン ミッ
シェムリアップで、ストリートチルドレンや、アンコール
ワットで暮らす子どもたちと緊密に活動し、ドロップイン
センター、一時保護施設、ノンフォーマル教育などを提供
しています。www.friends-international.org
ムロッタパン

シアヌークビルで、ストリートチルドレンやビーチで働く
子どもと一緒に活動し、情報提供や職業訓練、一時保護施
設などのサービスを提供しています。www.mloptapang.org

                   

チャイルドセーフ・ネットワーク
は、フレンズ・インターナショナル
によって運営されています。

カンボジアの 子どもを助ける
　　　　7つの方法
チャイルドセーフ
トラベラーガイド

認定NPO法人

国際子ども権利センター

フレンズ・インターナショナル
は、都市部の子どもと若者、そ
の家族、地域や社会ととも
に、よりよい未来を築く活動を行なうNGO
です。
フレンズ・インターナショナルは、12カ国
で事業を展開し、毎年50万人を超える子ど
もたちを支援しています。

は、都市部の子どもと若者を

暴力から守る活動に、社会の

キーパーソンや観光客を積極

的に参加してもらい、危険な状況とは何か、

どう対処するかについての研修を実施して

います。地球規模でチャイルドセーフ・キ

ャンペーンが展開されれば、自分の行動が

子どもに及ぼす影響をだれもが理解するよ

うになります。私たちはともに、子どもが

守られる社会を築くことができるのです。

チャイルドセーフ・ネットワーク
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認定NPO法人

カンボジアにおいて、子どもたちを人身
売買や子ども買春、児童労働などの危険
から守るため、現地のNGOと協働で活動
しています。
フレンズのカンボジア国内でのチャイル
ドセーフ事業を支援するほか、その取り
組みを日本に広めることで、より多くの
日本人旅行者に子どもを守る活動への参
加を呼び掛けています。

シーライツのHPはこちら
   http://www.c-rights.org

チャイルドセーフ・トラベラーガイド日
本語版は、公益財団法人大阪コミュニテ
ィ財団／ストリートチルドレン等救済基
金と真如苑からの支援を受けて発行され
ました。

国際子ども権利センター
カンボジアには、約1.4～
2.4万人のストリートチル
ドレンがいます。

首都プノンペンには1-2万人、シェムリ

アップ市街地とアンコールワット周辺に

は約1,500人、シアヌークビル市街地と

ビーチには約1,000人のストリートチル

ドレン（路上で働く子どもも含む）がい

ます。

これらの子どもたちはみな、暴力を受け

る危険性が非常に高く、観光客が気づか

ずに、子どもたちを危険にさらしている

ことも多いのです。

このチャイルドセーフ・トラベラーガイ

ドをお読みいただき、ご協力いただけま

すようお願いします。

ネットワーク
チャイルドセーフ


